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緊急地震速報の効果的な活用に向けて

速報サービスの活用と減災マインドの向上
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翫底磯
2.緊急地膚速報サー ビスの現状

2.1 緊急地震速報に対する取組み

緊急地震速報の本運用に係わる検討会は､本年 3月に最終報告事をまとめた｡(*1)

この中で､緊急地震速報の原理､技術的限界､試験運用結果及び今後の利用等につ

いて報告がなされている｡特徴的なことは､従来 ｢確実でないおそれのある情報の

扱い｣ については一般の人々には公表 しない場合がほとん どであったが､緊急地膚

速報については主要軌に通報が間に合わない とか､漠度の予測に誤差が生 じる危険

性があるにもかかわらず､国が積極的に情報を公開す ることに踏み切 った点である｡

すなわち緊急地盤速報の配信によるパニックなどの二次災事に対する懸念 よ りも､

情報を事前に知ることによる減災などのメリッ トを優先 したのである｡

現在 ､防災機器 メーカ､電気通信事業者､気象情報サー ビス会社などにおいては

緊急地虐速報に使用する機器の開発やサー ビス挺供が進められてお り､また中央省

庁､ 自治体､防災関係械関等においては緊急地震速報をいかに活用す るかについて

積極的な取組みが行われている｡緊急地盤速報の配信やェ レベー タな どの外部装置

の制御な どの技術開発に とどまらず､災音情報論や社会情報論な ど社会科学の分野

から､いかに活用すべきかについての調査研究が精力的に取組まれている｡ (*2)

2.2 緊急地袋速報サー ビスの分類

緊急地藤速報を効果的に利用 していくための課題は､利用者 (住民､自治体､企

業等)によって異なると考えられ る｡ 緊急地袋速報を得るための手段によっても利

用方法に違いが出て くる｡緊急地膚速報を利用す る観点か らみると､①知 る (速報

に接 した人 自身が利用す る)､②知 らせる (積極的に他人に通知す る)､③制御す る

(速報を具体的な行動や機械の制御等に活用する)の 3段階に分けられ る｡その伝

達ネ ッ トワークの伝送媒体は､有線系と無線系 (衛星系/地上系)に大別され る｡

図表 2 緊急地震速報の伝達ネ ッ トワー ク

伝達ネットワーク 利用機関 .娘役､利用者都道府県 . 出先機関 一 学校 .椿祉 集客施設 .鉄道 . 王蝉 .プラ 串掻所 .

市町村 消防機隣 施せ .病院 空港 .地下街等 ント等 家庭等

専用系ネットワ-.ク公衆系ネットワーク l 地域忘星鮒 ネ司 蔓表 をコ ｢~蒜 蒜 蒜蒜 蒜 蒜蒜 妄言 IBl*I■

l ~｢ ...-.Il-■一一~-一一一●●-■-7一…~~ー~--------

1 薄墨卸 字音- - ン.チ.巾 などさ 享

昏l A防舶 yトワ-♂.増車 蔓重責 牽 ㌢ - ツト i

CATV .- I一-- CATV ;I

屯気漣恨事葉音 (専用漁′yPN/IPv6/(NGN)) 屯気漣情事葉音 (インターネット)

携帯屯帝 (ワンセダを含む)
芋 ー

(中量系)テレビ (BS/CS).ラジオ (Sハ■ント■)

(地上系)テレビ.ラジオ

(筆者作成)
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図表 2に､緊急地震速報を伝達するネ ットワー クと適用対象ユーザに着 目して整

理 した図を示すC知るためには.､公衆系として分類 され るテ レビ .ラジオを中心 し

今後は携帯奄話なども活用されることになろう｡-一方､自治休､防災関係機関にお

いては､庁舎内の職員が知るだけにとどまらず､住民に通知するために市町村防災

行政無線 (同報無線)を自動起動 した りするため､緊急地盤速報 システムに対す る

信頼性は極めて高いことが要請される｡そのため使用 される伝達ネ ッ トワー クも柘

棟の影響のない専用回線を利用す ることが望ましく､具体的には衛星回線やマイ ク

ロ無線で構成 され る防災ネ ッ トワークなどの噂用線が中心 となる｡電気通信事業者

のネ ッ トワークを使 う場合には､一般のインターネ ッ トではなく専用線またはセキ

ュアな IPネ ッ トワー クが望ましい｡

ぐ､

2.3 利活用のさ好例

緊急地雇速報は､平成 16年 2月より試験提供 され､平成 18年 8月か らは先行提

供､同年 11月からは不特定多数昔への伝達実験を目的 としたモデル実験が行われて

いる｡すでに鉄道会社､鯉設現場､生産現場や病院での利用が開始 されている｡(*3)

図表 3 小田急電鉄 ｢早期地震帯報システム｣

出所 :小田急電鉄ホームページ

小田急電鉄の ｢早期地震警報システム｣の事例を図表 3に示す｡小田急電鉄では､

平成 18年 8月 1日か ら､早期地震帯報システムを導入 している｡このシステムは運

輸司令所内に設置 され､一定規模以上の地震が発生 した際に､気象庁か ら専用回線

を通 じて配信 され る緊急地震速報の票除位田､地鮮規模に関する情報を利用 して小

田急線への影響を瞬時に判定 し､被害が予想 され る場合には列車無線を使用 して倍

号音お よび音声メッセージを全列車に 自動的に通報す る｡ この通報を受けた運転士

は､手動で列車を緊急停止するようになっている｡ このよ うに沿線で震度 5弱程度

以上の揺れが推定 された場合にはすべての列車に運輸指令所から停止指示 を出す運

用がなされている｡ (#2)

松本市役所では､緊急地盤速報を受信 し､原度 3以上の場合には市庁舎内に 自動

放送を行い地震発生のお知 らせや非難回避等に利用 している｡また上 田市丸子地域●
(旧丸子町)では､有線放送や CATVで住民-放送を行ってお り､先般の新潟県中越

沖地震の際にも活用されたことが報 じられている｡ (#3)
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弓観-醜
3.緊急地膚速報サー ビス利 用の課題

緊急地慮速報は､本年 10月か らの ｢一般向け (不特定多数の者 :指定感度 5弱以

上の場合に発表)｣までは先行挫供 として ｢高度利用者向け(特定利用者 :マ グニチ

ュー ド3.5以上または指定廉度が 3以上の場合に発表)｣に提供 されている｡高度利

用者向けの場合､盛鯨情報等に慮づき利用場所での揺れ ･猶千時間を利用者が推定

することも可能 となってお り､エ レベータ､電車や魁造ライ ンの制御な どに利用 さ

れつつある｡ しか し､ どこに課題が潜んでいるのか､利用す るにあたっての本当の

課題は何か､正確に把握することは容易ではない｡先行事例か ら緊急地膳速報サー

ビス利用の課題 を抽出する｡

3.1 誤報等

課題の一つ 目はいかに誤報をなくすかである｡情報処理や伝達におけるミスをな

↑ 三宝.:=̂igi禁 書.慧 =f=_<荒 筈 ご完 ㌶ 憲 宝=jTTt慧 三,a,}:b二王芸 諾 芸

ねなが ら信頼性の高いシステムを育てている状況にあるといえよ う｡

また､実際に地袋が発生 して緊急地喪速報の放送が流れているのに､試験放送 と

誤って受け取って しま う蛍合 もある｡ 頻度が少ないため､また訓練のための試験放

送が裏 目に出るとい う人間の課知や行動の特性に起因するものもある｡

r＼

3.2 費用負担

二つ 目の課題 は新たな費用負担をできるだけ軽減す ることである｡テ レビや携帯

電話のように緊急地膿速報を主 として個人が受信する (知る)だけであれば追加費

用はあま りかか らないが､多数の住民-通知 し､外部装把を起動するよ うな場合に

は専用の信号変換装置や制御装置が必要 となるためかな りの費用負担を強い られ る

こととなる｡予罫確保の観点か らも､利用 日的､期待す る効果を十分に検討 し効果

的に利用することが求められる｡現実として､表示装耽 (/ヾ ソコン)1台の予算が

確保できないために導入 を先送 りしている例 も見受けられ る｡

3.3 全体計画 との整合性

三つ 目の課題は､導入する団休や企業において全社的な導入計画 とのす り合わせ

が十分にできているか､あるいは今後想定され る各種の緊急地震速報等のサー ビス

動向を考慮 して導入が進められているかどうかである｡特定の部署でいち早 く導入

したが､す ぐ後で全社的により優れた別のサー ビスを利用す るようにな り先行導入

が無駄になる場合がある｡特に自治体な ど公的機関のように同様の業務 を担 当す る

団体では､国の施策の動向や他の団体の取組み状況を把握す ることは欠かせ ない｡

3.4 緊急速報を要する情報について

本年 10月 1日から一般向け緊急地盤速報サー ビスが開始 され ることに伴い､緊急

地震速報に対す る関心は急速に高ま りつつあるDそのこと自体は歓迎すべきことで

あるが､緊急地媒速報だけで果た して十分なのだろ うか｡地震には津波がつ きもの

であ り､津波情報も必要 となる｡ また､集 中豪雨な どの気象警報や火山に関する情

報もまた同様である｡また国民保護の観点からは､｢国は､武力攻撃か ら国民の生命､
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身体又は財産を保護するため緊急の必要があるときは､警報を発令 し､直ちに都道

府県知事等に通知する｡｣ され､また r都道府県知事は､警報の通知や避連の指示を

行い､市町村の住民広報を通 じて住民に情報が伝達する｣ ことになっているO (#5)

つまり自治休においては､複数の伝達手段で提供 される多岐にわたる国民保護や防

災関係の情報を市庁舎内に通知す るだけにとどま らず､住民や出先機関､防災関係

楼蘭-の配信を含め､いかに して統合的に収集 ･配信 し活用す るかが課題 となる｡

緊急地震速報については､震度の地域は全国を約 200の地域に分割 され､例 えば

47都道府県を 1県あた りでみれば平均 4地域程度 となっている｡一方､災害対策で

は 1804市町村 (9月 2日現在)の首長が防災安住音 として位健づけ られていること

を考えると､意思決定者を支援する意味からもさらに詳細な情報を提供す ることが

求められ､早期のサー ビス開始が待たれる｡

↑ 4.効果的な活用に向けた提案

先行事例の課題 を解決すること､そ して誰がいつ どのように行 うのか とい う実行

可能性を中心にすえ､減災の観点か ら緊急地膚速報の活用について提案を行 う｡

4. 1 情報伝達ネ ッ トワークに求められる条件

第-に伝達ネ ッ トワークそのものの信頼性を向上 させ ることである｡具体的には､

図表 2で示 される情報伝達手段を組み合わせるものであ り､例えば降雨に弱いとさ

れる衛星回線 と地厨発生時のケーブル断や轄韓発生に弱いとされる地上回線の両方

を使って情報を配信するのである｡地盤発生前だか ら福韓は発生 しないので一般の

インターネ ッ トで十分であるとの意見もあるが､地寮の規模が大きくなるほ ど余震

はつきものであ り､関東大磐災でも最初の本漠 と同程度の余震 が複数回､発生 して

いることを考慮すると､被災の拡大を抑え､また安全に救助活動を行 う上でも余展

の速報にも使えるよ うな伝達ネ ッ トワー クとすべきである｡

さらにこのネ ッ トワークが常に正常に稼動 していることを保証す るため､例えば

軒 故障を早期発見するための-ルスチェック機能を埋め込んでお き､故障を発見 は

際には迅速確実に対処する仕組みが不可欠である｡ (*4)

4.2 複数の伝達ネ ッ トワークシステムの組合せ利用

個人が繋急地質速報に按する場面を考える｡ 自宅に居る場合､テ レビや ラジオ､

cATVを視聴 している場合や市町村防災行政無線の個別受信機や有線放送を設置 して

いる場合にはここか ら情報が入ることになる｡ しか し､テ レビなどを視聴 していな

い場合や これ らを設倍 していない部屋では聞こえない場合がある｡携帯電話 メール

による配信や ワンセグ受信の場合､電波が届かない場所にいる%L合 もあろ う｡戸外

にしても市町村防災行政無線が聞こえない場合 も出て くる｡

従って､これ らの伝達ネ ッ トワークは一つだけで完壁 とい うわけにはいかないの

で､情報に接する可能性 を上げるためにも適宜組合せて利用す ることが望ま しい｡

逆にいえば､可能であれば緊急地寮速報などの情報が届きやすいよ うな環境 に身を

おくとい うことになろ うe

自治体や防災関係機関において､住民ひとりひ とりまで緊急地厚速報等の情報 を

伝えようとする場合､上記の条件を考慮すると全国瞬時警報システム (∫-ALERT)で
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動作 による場合 の影響 も大 きいため､地壌デー タの解析 か ら緊忠 地慮速報の伝達 ､

配信 ､そ して これ を用 いた制御装置 と被制御装置 に至 る･一･一連 の システ ムには､極 め

て論い倍額性 を維持す ることが要求 され る｡自動起動す るもの と､茸佳肴 (運用者 )

を介在 させて円滑な制御 が行われ るよ うにす る場合 を適宜選 択す る必要がある｡

∫-ALERTの場合 ､衛星か らの電波を受信す る J-ALERT受イ古設備 を市町村防 災行政

無線 に接続す るこ とを基本 としているが､図表 4に示 され るよ うに今後､地域イ ン

トラネ ッ トや CATVな どの有線系 システム､さらには MCA無線 を中継回線 として使 う

無線系 システムな どに接続す る場合が想定 され る｡ 接続す るシステムに よっては遅

延 が生 じ､また音声晶質 に劣化 を もた らす｡特 に遅延 が発生す る ことは緊急地質速

報 の特徴である撒振動 か ら主要動 までの時間がその分短縮 され る こ ととな り､減 災

効果の減少につなが るので､制御方法等を工夫す るこ とが必要 となる｡

㍗

5.ま とめ

緊急地袋速報サー ビスの開始 を 目前 に､ このサー ビスに対す る関心が急速 に高 ま

ってきた｡地震の震度 ､到 来す るまでの時間 を地震が到達す る前 に通知 できるとこ

ろまで こぎつけた ことは､地贋学者 をは じめ関係者 の長年の取 り組 みの賜物で ある｡

この緊急地袋速報 を一般 に挺供す るとい う勇気 あ る決断 を した こ とを一一･一市民 として

歓迎 したい｡新 しいサー ビスの開始 当初 には､誤操作や誤動 作が発生 した り､緊急

地窟速報 に按 して も具体的な危険回避行動 を とれ なか った りす る ことも往 々に して

あろ うが､ こ ういった経験 を積み なが ら賢い利用方法 を開拓 して い くこ とが何 よ り

も大事であると考 える｡緊急地震速報､津波瞥報や火 lJJ情報 等､そ して国民保護 に

関す る情報 を有効 に活用す るには､情報伝達 ･配信 システムがいっで も確実 に軌作

す ることが大前提 であ りそのための取 り組み は欠 かせ ないが､加 えて平常時何 を し

てお くか､速報に摸 した際の行動 を予 め想 定 してお くことが大切 である｡

緊急地盤速報サー ビスの開始は､ 自治体､防災関係機 関､企業 そ して家庭 におい

て防災や減災 を話題 として とりあげ られ るきっか けを もた ら したが､ これ らが一人

一人の減災マイ ン ドの軸成 につながっていけば､耐腐性 にす ぐれ た建物や電気 ･ガ

ス ･水道 ･鉄道 ･道路 ･電気通信 な どの基盤設備 の整備 と相 まって地零や沖波な ど

に よる被害 を減少 させ ることに寄与す るだろ う｡
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